
宮城県教育委員会規則の形式を左横書きに改正する規則の制定について

１ 制定の理由

県の例規をより県民に分かりやすく、読みやすいものにすると
ともに、デジタル媒体での文書閲覧への対応を進めるため、これま
で縦書きで制定されてきた教育委員会規則について左横書きに変
更するもの。なお、知事部局でも同様に条例等について左横書き
化に変更する。

２ 制定内容
これまで縦書き形式で制定されてきた既存の教育委員会規則に
ついて左横書き形式に変更するとともに、用字及び用語について
左横書き形式に対応した表記に変更するもの。
（例）漢数字の「一」をアラビア数字の「１」に変更

３ 施行日
令和７年４月１日
なお、令和７年４月１日以降に公布する教育委員会規則等からは
左横書きで作成する。

第 １ 号 議 案

第１号議案

宮城県教育委員会規則の形式を左横書きに改正する規則の制定に
ついて

宮城県教育委員会規則の形式を左横書きに改正する規則を制定
する。

令和７年３月１７日提出

宮城県教育委員会教育長 佐 藤 靖 彦
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宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
の
形
式
を
左
横
書
き
に
改
正
す
る
規
則

 
　

（
趣
旨
）

第
一
条　

こ
の
規
則
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
公
布
さ
れ
て
い
る
規
則
（
以
下
「
既
存
規
則
」
と
い
う
。
）
の

 

　

形
式
を
左
横
書
き
に
改
正
す
る
こ
と
等
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

 

　

（
形
式
の
変
更
）

 

第
二
条　

既
存
規
則
の
形
式
を
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
左
横
書
き
に
改
正
す
る
。

　

一　

既
存
規
則
に
お
け
る
右
方
は
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
既
存
規
則
（
以
下
「
改
正
後
規
則
」
と
い
う
。
）
に

 

　
　

お
け
る
上
方
と
し
、
既
存
規
則
に
お
け
る
上
方
は
改
正
後
規
則
に
お
け
る
左
方
と
す
る
。

　

二　

改
正
後
規
則
に
お
け
る
文
字
（
符
号
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
順
序
は
、
既
存
規
則
に
お
け
る
文
字
の
順
序

 

　
　

と
す
る
。

２　

前
項
の
規
定
は
、
既
存
規
則
に
お
い
て
既
に
左
横
書
き
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
表
（
別
表
を
含
む
。
以
下
同
じ
。

 

）
及
び
様
式
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

 

　

（
用
字
及
び
用
語
の
整
理
）

 

第
三
条　

既
存
規
則
中
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
も
の
に
改
め
る
。

一　

章
、
節
、
款
、
条
、
表
及
び
様
式
の
番
号
に
用
い
ら
れ
て
い
る
漢
数
字

ア
ラ
ビ
ア
数
字

二　

号
の
番
号
に
用
い
ら
れ
て
い
る
漢
数
字

左
右
を
丸
括
弧
で
囲
ん
だ
ア
ラ
ビ
ア
数
字

三

号
を
第
一
次
の
段
階
で
細
分
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
文
字
及
び
こ

五
十
音
順
に
よ
る
片
仮
名

  

　

れ
を
引
用
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
当
該
文
字　

四　

表
中
そ
の
内
容
を
第
一
次
の
段
階
で
細
分
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る

ア
ラ
ビ
ア
数
字

　

文
字
及
び
こ
れ
を
引
用
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
当
該
文
字
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五　

漢
数
字
（
次
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

ア
ラ
ビ
ア
数
字
（
漢
数
字
を
区
切
る
読
点
は
削
り
、
三
桁
ご
と
に
コ
ン
マ
に
よ

 
　

１　

固
有
名
詞
の
一
部
又
は
全
部
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の

っ
て
区
切
る
と
と
も
に
、
小
数
点
を
表
す
中
点
は
ピ
リ
オ
ド
に
改
め
る
。
）

 

 

　

２　

熟
語
の
一
部
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の

　

３　

数
量
又
は
順
序
を
示
す
意
味
が
薄
く
他
の
数
字
に
置
き
換
え
て
の
表
現

 

　
　

が
み
ら
れ
な
い
も
の
 

　

４　

数
の
単
位
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の(

十
、
百
及
び
千
を
除
く
。)

　

５　

一
の
項
及
び
二
の
項
に
定
め
る
も
の

六　

左
（
文
面
上
の
位
置
又
は
方
向
を
示
す
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
に

次

　

限
る
。
）

七　

上
欄

左
欄

八　

下
欄

右
欄

九　

よ
う
音
に
用
い
る
「
や
」
、
「
ゆ
」
、
「
よ
」
、
「
ヤ
」
、
「
ユ
」
又
は

そ
れ
ぞ
れ
「
ゃ
」
、
「
ゅ
」
、
「
ょ
」
、
「
ャ
」
、
「
ュ
」

又
は
「
ョ
」

 

　

「
ヨ
」

十　

促
音
に
用
い
る
「
つ
」
又
は
「
ツ
」

そ
れ
ぞ
れ
「
っ
」
又
は
「
ッ
」

十
一　

読
点
と
し
て
表
記
す
る
「
，
」

「
、
」

２　

前
項
の
表
六
の
項
か
ら
八
の
項
ま
で
の
規
定
は
、
既
存
規
則
に
お
い
て
既
に
左
横
書
き
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
表
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及
び
様
式
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

３　

第
一
項
の
表
三
の
項
、
四
の
項
及
び
六
の
項
か
ら
十
一
の
項
ま
で
の
規
定
は
、
法
令
の
規
定
を
引
用
す
る
部
分
に

 
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

 

４　

前
三
項
の
規
定
に
よ
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
教
育
長
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

 

　

（
委
任
）

 

第
四
条

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
則
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
教
育
長
が
別
に
定
め
る
。

  
 

　
　
　

附　

則

 

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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宮城県教育委員会行政組織規則の一部改正について

第４号議案

宮城県教育委員会行政組織規則の一部改正について

宮城県教育委員会行政組織規則（昭和４１年宮城県教育委員会規
則第４号）の一部を改正する。

令和７年３月１７日提出

宮城県教育委員会教育長 佐 藤 靖 彦

１ 改正内容

（１）室の新設に関する関係規定の改正
○ 高校教育創造室の新設
急速に進む少子化や多様化する教育ニーズに対応する新たな
県立高校将来構想の策定等をとおして、魅力ある高校教育を創
造する体制強化のため、「高校教育創造室」を新設するもの。

【改正：第7条、第12条、第12条の3、第15条の2、第40条 】

（２）本庁各課の分掌事務の変更等に関する関係規定の改正
○ 総務課及び教職員課の再編
総合教育センターのシンクタンク機能の強化等のため、総合教
育センターに関する事務を、教職員課から総務課に移管するも
の。

【改正：第8条、第10条】

○ 働き方改革に関する事務分掌の明文化
学校における働き方改革に関する事務の担当を明確化するた
め、当該事務を所管する教職員課の分掌事務に条項を追加す
るもの。

【改正：第10条】

（３）職員の職に関する関係規定の改正
○ 職の廃止
高校教育創造室の新設に伴い、高校教育課の「教育改革担当
課長」を廃止するもの。

【改正：第17条】

第 ４ 号 議 案
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宮城県教育委員会行政組織規則の一部改正について

（４）県立学校の新設及び廃止等に関する関係規定の改正
○ 県立学校の廃止及び新設
・令和７年３月３１日に廃止となる、「宮城県大河原商業高等学
校」及び「宮城県柴田農林高等学校」を削除し、令和７年４月１
日に開校する、「宮城県立松陵支援学校」を規定するもの。

○ 分校の新設及び廃止等
・令和７年４月１日に開設する、「宮城県白石高等学校蔵王
キャンパス」及び「宮城県築館高等学校一迫商業キャンパ
ス」について規定するもの。
・「宮城県立松陵支援学校」の開校に伴い、「宮城県立小松島
支援学校 松陵校」を廃止するもの。
・「宮城県立利府支援学校 富谷校」を「宮城県立松陵支援学
校 富谷校」に変更するもの。

【改正：第26条、第27条】

２ 施行日
令和７年４月１日
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宮
城
県
教
育
委
員
会
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

宮
城
県
教
育
委
員
会
行
政
組
織
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
七
条
中
「
高
校
財
務
・
就
学
支
援
室
」
の
下
に
「
、
高
校
教
育
創
造
室
」
を
加
え
る
。 

 

第
八
条
中
第
二
十
二
号
を
第
二
十
三
号
と
し
、
第
二
十
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

二
十
二 

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
こ
と
。 

 

第
十
条
中
第
九
号
を
削
り
、
第
三
号
か
ら
第
八
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

三 

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
の
企
画
及
び
調
整
並
び
に
推
進
に
関
す
る
こ
と
。 

 

第
十
二
条
中
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
を
削
り
、
第
四
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
を
三
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。 

 

第
十
二
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
高
校
教
育
創
造
室
） 

第
十
二
条
の
三 

高
校
教
育
創
造
室
の
分
掌
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

県
立
高
校
将
来
構
想
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。 

二 

高
等
学
校
及
び
県
立
中
学
校
の
設
置
及
び
廃
止
に
関
す
る
こ
と
。 

三 

高
等
学
校
及
び
県
立
中
学
校
の
組
織
編
成
及
び
収
容
定
員
に
関
す
る
こ
と
。 

 

第
十
五
条
の
二
第
一
項
及
び
第
三
項
中
「
高
校
財
務
・
就
学
支
援
室
」
の
下
に
「
及
び
高
校
教
育
創
造
室
」
を
加
え
る
。 

 

第
十
七
条
第
二
項
中
「
各
号
に
掲
げ
る
職
」
を
「
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
職
（
課
及
び
室
の
特
定
の
専
門
的
事
項
に
関
す
る
事
務
を

掌
理
す
る
職
を
い
う
。
）
」
に
、
「
同
号
に
掲
げ
る
組
織
」
を
「
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
組
織
」
に
、
「
同
号
に
定
め
る
と
お
り
」

を
「
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
の
表
を
同
項
の
表
に
改
め
、
第
一
号
及
び
第
二
号
を
削
る
。 

 

－9－



  
 

 
 

 
 

 
 

「 
  

第
二
十
六
条
の
表
中 

 
 

を
、 

  

 
 

 
 

 

」 
 

「 
 

 
 

に
、 

 
 

」 
  

「 
    

 
 

を
、 

        
 

」 

宮
城
県
大
河
原
産
業
高
等
学
校 

宮
城
県
柴
田
農
林
高
等
学
校 

宮
城
県
大
河
原
商
業
高
等
学
校 

  

柴
田
郡
大
河
原
町 

宮
城
県
大
河
原
産
業
高
等
学
校 

柴
田
郡
大
河
原
町 

宮
城
県
立
西
多
賀
支
援
学
校 

宮
城
県
立
拓
桃
支
援
学
校 

宮
城
県
立
秋
保
か
が
や
き
支
援
学
校 

宮
城
県
立
小
松
島
支
援
学
校 

宮
城
県
立
光
明
支
援
学
校 

宮
城
県
立
聴
覚
支
援
学
校 

宮
城
県
立
視
覚
支
援
学
校 

      
仙
台
市 
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「 

      

に
改
め
る
。 

      
 

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「 
      

第
二
十
七
条
第
二
項
の
表
中 

 

を
、 

       
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

宮
城
県
立
西
多
賀
支
援
学
校 

宮
城
県
立
拓
桃
支
援
学
校 

宮
城
県
立
松
陵
支
援
学
校 

宮
城
県
立
秋
保
か
が
や
き
支
援
学
校 

宮
城
県
立
小
松
島
支
援
学
校 

宮
城
県
立
光
明
支
援
学
校 

宮
城
県
立
聴
覚
支
援
学
校 
宮
城
県
立
視
覚
支
援
学
校 

       

仙
台
市 

宮
城
県
立
利
府
支
援
学
校 

宮
城
県
立
利
府
支
援
学
校 

宮
城
県
立
角
田
支
援
学
校 

宮
城
県
立
名
取
支
援
学
校 

宮
城
県
立
小
松
島
支
援
学
校 

宮
城
県
立
聴
覚
支
援
学
校 

宮
城
県
柴
田
農
林
高
等
学
校 

宮
城
県
白
石
高
等
学
校 

宮
城
県
石
巻
北
高
等
学
校 

塩
竈
校 

富
谷
校 

白
石
校 

名
取
が
丘
校 
松
陵
校 
小
牛
田
校 

川
崎
校 

七
ヶ
宿
校 

飯
野
川
校 

塩
竈
市 

富
谷
市 

白
石
市 

名
取
市 

仙
台
市 

遠
田
郡
美
里
町 

柴
田
郡
川
崎
町 

刈
田
郡
七
ヶ
宿
町 

石
巻
市 
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「 
      

 
 

に
改
め
る
。 

       

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「 
     

別
表
第
二
第
二
号
の
表
中 

 
 

を
、 

      
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

宮
城
県
立
角
田
支
援
学
校 

宮
城
県
立
名
取
支
援
学
校 

宮
城
県
立
松
陵
支
援
学
校 

宮
城
県
立
聴
覚
支
援
学
校 

宮
城
県
大
河
原
産
業
高
等
学
校 

宮
城
県
築
館
高
等
学
校 

宮
城
県
白
石
高
等
学
校 

宮
城
県
白
石
高
等
学
校 
宮
城
県
石
巻
北
高
等
学
校 

白
石
校 
名
取
が
丘
校 

富
谷
校 

小
牛
田
校 

川
崎
校 

一
迫
商
業
キ
ャ
ン
パ
ス 

七
ヶ
宿
校 

蔵
王
キ
ャ
ン
パ
ス 

飯
野
川
校 

白
石
市 

名
取
市 

富
谷
市 

遠
田
郡
美
里
町 

柴
田
郡
川
崎
町 

栗
原
市 

刈
田
郡
七
ヶ
宿
町 

刈
田
郡
蔵
王
町 

石
巻
市 

宮
城
県
い
じ

め
防
止
対
策

調
査
委
員
会 

県
立
高
等
学

校
将
来
構
想

審
議
会 

い
じ
め
防
止
対
策
調
査
委
員
会
条
例
（
平
成
二
十
六
年

宮
城
県
条
例
第
六
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
い
じ
め

防
止
等
の
た
め
の
有
効
な
対
策
に
関
す
る
事
項
、
重
大

事
態
そ
の
他
の
県
立
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
等
に
係
る

い
じ
め
の
事
案
の
調
査
審
議
に
関
す
る
こ
と
。 

県
立
高
等
学
校
将
来
構
想
審
議
会
条
例
（
平
成
二
十
年

宮
城
県
条
例
第
四
号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
県
立
高

等
学
校
の
在
り
方
に
関
す
る
総
合
的
か
つ
基
本
的
な
構

想
の
策
定
及
び
当
該
構
想
に
関
す
る
重
要
事
項
の
調
査

審
議
に
関
す
る
こ
と
。 

同 同 
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「 

      
 

 

に
改
め
る
。 

      
 

」 
  

 
 

附 

則 

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

県
立
高
等
学

校
将
来
構
想

審
議
会 

宮
城
県
い
じ

め
防
止
対
策

調
査
委
員
会 

県
立
高
等
学
校
将
来
構
想
審
議
会
条
例
（
平
成
二
十
年

宮
城
県
条
例
第
四
号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
県
立
高

等
学
校
の
在
り
方
に
関
す
る
総
合
的
か
つ
基
本
的
な
構

想
の
策
定
及
び
当
該
構
想
に
関
す
る
重
要
事
項
の
調
査

審
議
に
関
す
る
こ
と
。 

い
じ
め
防
止
対
策
調
査
委
員
会
条
例
（
平
成
二
十
六
年

宮
城
県
条
例
第
六
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
い
じ
め

防
止
等
の
た
め
の
有
効
な
対
策
に
関
す
る
事
項
、
重
大

事
態
そ
の
他
の
県
立
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
等
に
係
る

い
じ
め
の
事
案
の
調
査
審
議
に
関
す
る
こ
と
。 

高
校
教
育
創

造
室 

同 
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○
宮
城
県
教
育
委
員
会
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

新
旧
対
照
表 

 
 

改 
 

 
 

正 
 

 
 

後 

改 
 

 
 

正 
 

 
 

前 

備 
 

 

考 

目
次 

 

（
略
） 

 
 

 

第
一
章 

総
則 

 

（
略
） 

第
六
条
の
二
ま
で 

 

（
略
） 

 

第
二
章 

本
庁 

第
一
節 

組
織 

（
課
、
室
の
設
置
） 

第
七
条 

本
庁
に
総
務
課
、
教
育
企
画
室
、
福
利
課
、
教
職
員
課
、
義
務
教
育

課
、
高
校
教
育
課
、
高
校
財
務
・
就
学
支
援
室
、
高
校
教
育
創
造
室
、
特
別

支
援
教
育
課
、
施
設
整
備
課
、
保
健
体
育
安
全
課
、
生
涯
学
習
課
及
び
文
化

財
課
を
置
く
。 

 

第
七
条
の
二 

 

（
略
） 

  
 

 
 

第
二
節 

事
務
分
掌 

 

（
総
務
課
） 

第
八
条 

総
務
課
の
分
掌
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

一
か
ら
二
十
一
ま
で 

 

（
略
） 

 

二
十
二 

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
こ
と
。 

 

二
十
三 

そ
の
他
他
課
（
室
）
の
分
掌
に
属
さ
な
い
事
務
に
関
す
る
こ
と
。 

 

第
八
条
の
二
か
ら
第
九
条
ま
で 

 

（
略
） 

目
次 

 

（
略
） 

 
 

 

第
一
章 

総
則 

 

（
略
） 

第
六
条
の
二
ま
で 

 

（
略
） 

 

第
二
章 

本
庁 

第
一
節 

組
織 

（
課
、
室
の
設
置
） 

第
七
条 

本
庁
に
総
務
課
、
教
育
企
画
室
、
福
利
課
、
教
職
員
課
、
義
務
教
育

課
、
高
校
教
育
課
、
高
校
財
務
・
就
学
支
援
室
、
高
校
教
育
創
造
室
、
特
別

支
援
教
育
課
、
施
設
整
備
課
、
保
健
体
育
安
全
課
、
生
涯
学
習
課
及
び
文
化

財
課
を
置
く
。 

 

第
七
条
の
二 

 

（
略
） 

  
 

 
 

第
二
節 

事
務
分
掌 

 

（
総
務
課
） 

第
八
条 
総
務
課
の
分
掌
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

一
か
ら
二
十
一
ま
で 

 

（
略
） 

 

二
十
二 

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
こ
と
。 

 

二
十
二 

そ
の
他
他
課
（
室
）
の
分
掌
に
属
さ
な
い
事
務
に
関
す
る
こ
と
。 

 

第
八
条
の
二
か
ら
第
九
条
ま
で 

 
（
略
） 

        

室
の
新
設 

         

事
務
分
掌
の
変
更 
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（
教
職
員
課
） 

第
十
条 

教
職
員
課
の
分
掌
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一
か
ら
二
ま
で 

 

（
略
） 

三 

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
の
企
画
及
び
調
整
並
び
に
推

進
に
関
す
る
こ
と
。 

四 

給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
こ
と
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

五 

小
学
校
、
中
学
校
（
高
校
教
育
課
の
分
掌
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
及

び
義
務
教
育
学
校
の
教
職
員
定
数
に
関
す
る
こ
と
。 

六 

義
務
教
育
の
国
庫
負
担
に
関
す
る
こ
と
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

七 

教
職
員
の
組
織
す
る
職
員
団
体
に
関
す
る
こ
と
（
総
務
課
の
分
掌
に
係

る
も
の
を
除
く
。
）
。 

八 

教
育
職
員
の
免
許
に
関
す
る
こ
と
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

九 

職
員
及
び
県
費
負
担
教
職
員
（
教
育
職
員
及
び
栄
養
職
員
に
限
る
。
）

の
研
修
に
関
す
る
こ
と
。 

 

第
十
一
条 

 

（
略
） 

 

（
高
校
教
育
課
） 

第
十
二
条 

高
校
教
育
課
の
分
掌
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

県
立
高
校
将
来
構
想
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。 

一 

高
等
学
校
及
び
県
立
中
学
校
の
設
置
及
び
廃
止
に
関
す
る
こ
と
。 

 

（
教
職
員
課
） 

第
十
条 

教
職
員
課
の
分
掌
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一
か
ら
二
ま
で 

 

（
略
） 

三 

給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
こ
と
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

四 

小
学
校
、
中
学
校
（
高
校
教
育
課
の
分
掌
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
及

び
義
務
教
育
学
校
の
教
職
員
定
数
に
関
す
る
こ
と
。 

五 

義
務
教
育
の
国
庫
負
担
に
関
す
る
こ
と
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

六 

教
職
員
の
組
織
す
る
職
員
団
体
に
関
す
る
こ
と
（
総
務
課
の
分
掌
に
係

る
も
の
を
除
く
。
）
。 

七 

教
育
職
員
の
免
許
に
関
す
る
こ
と
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

八 

職
員
及
び
県
費
負
担
教
職
員
（
教
育
職
員
及
び
栄
養
職
員
に
限
る
。
）

の
研
修
に
関
す
る
こ
と
。 

九 

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
こ
と
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

第
十
一
条 

 

（
略
） 

 

（
高
校
教
育
課
） 

第
十
二
条 

高
校
教
育
課
の
分
掌
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

県
立
高
校
将
来
構
想
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。 

二 

高
等
学
校
及
び
県
立
中
学
校
の
設
置
及
び
廃
止
に
関
す
る
こ
と
。 

    

分
掌
事
務
の
追
加
及
び
事

務
分
掌
の
変
更 

                

室
の
新
設
に
伴
う
事
務
分

掌
の
変
更 
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産 
高
等
学
校
及
び
県
立
中
学
校
の
組
織
編
制
及
び
収
容
定
員
に
関
す
る

こ
と
。 

一 

高
等
学
校
の
学
級
編
制
及
び
教
職
員
定
数
に
関
す
る
こ
と
。 

二 

高
等
学
校
及
び
県
立
中
学
校
の
教
育
課
程
に
関
す
る
こ
と
。 

三 

高
等
学
校
及
び
県
立
中
学
校
の
学
習
指
導
、
生
徒
指
導
及
び
進
路
指
導

に
関
す
る
こ
と
。 

四 

高
等
学
校
及
び
県
立
中
学
校
の
教
科
用
図
書
そ
の
他
の
教
材
に
関
す

る
こ
と
。 

五 

高
等
学
校
及
び
県
立
中
学
校
の
入
学
者
選
抜
に
関
す
る
こ
と
。 

六 

中
高
一
貫
教
育
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。 

七 

高
等
学
校
技
能
連
携
制
度
に
関
す
る
こ
と
。 

八 
 

高
等
学
校
に
関
す
る
教
育
団
体
の
育
成
及
び
指
導
に
関
す
る
こ
と
。 

九 
 

海
洋
総
合
実
習
船
に
関
す
る
こ
と
。 

 

第
十
二
条
の
二 

 

（
略
） 

 

（
高
校
教
育
創
造
室
） 

第
十
二
条
の
三 

高
校
教
育
創
造
室
の
分
掌
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

一 

県
立
高
校
将
来
構
想
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。 

二 

高
等
学
校
及
び
県
立
中
学
校
の
設
置
及
び
廃
止
に
関
す
る
こ
と
。 

三 

高
等
学
校
及
び
県
立
中
学
校
の
組
織
編
制
及
び
収
容
定
員
に
関
す
る

こ
と
。 

 

第
十
三
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で 

 

（
略
） 

 

三 

高
等
学
校
及
び
県
立
中
学
校
の
組
織
編
制
及
び
収
容
定
員
に
関
す
る

こ
と
。 

四 

高
等
学
校
の
学
級
編
制
及
び
教
職
員
定
数
に
関
す
る
こ
と
。 

五 

高
等
学
校
及
び
県
立
中
学
校
の
教
育
課
程
に
関
す
る
こ
と
。 

六 

高
等
学
校
及
び
県
立
中
学
校
の
学
習
指
導
、
生
徒
指
導
及
び
進
路
指
導

に
関
す
る
こ
と
。 

七 

高
等
学
校
及
び
県
立
中
学
校
の
教
科
用
図
書
そ
の
他
の
教
材
に
関
す

る
こ
と
。 

八 

高
等
学
校
及
び
県
立
中
学
校
の
入
学
者
選
抜
に
関
す
る
こ
と
。 

九 

中
高
一
貫
教
育
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。 

十 

高
等
学
校
技
能
連
携
制
度
に
関
す
る
こ
と
。 

十
一 

高
等
学
校
に
関
す
る
教
育
団
体
の
育
成
及
び
指
導
に
関
す
る
こ
と
。 

十
二 

海
洋
総
合
実
習
船
に
関
す
る
こ
と
。 

 

第
十
二
条
の
二 

 

（
略
） 

 

（
高
校
教
育
創
造
室
） 

第
十
二
条
の
三 

高
校
教
育
創
造
室
の
分
掌
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

一 
県
立
高
校
将
来
構
想
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。 

二 

高
等
学
校
及
び
県
立
中
学
校
の
設
置
及
び
廃
止
に
関
す
る
こ
と
。 

三 

高
等
学
校
及
び
県
立
中
学
校
の
組
織
編
制
及
び
収
容
定
員
に
関
す
る

こ
と
。 

 

第
十
三
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で 

 

（
略
） 

 

               

室
の
新
設
及
び
事
務
分
掌

の
移
管 
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（
庶
務
担
当
課
） 

第
十
五
条
の
二 

教
育
企
画
室
の
庶
務
は
、
総
務
課
に
お
い
て
処
理
し
、
高
校

財
務
・
就
学
支
援
室
及
び
高
校
教
育
創
造
室
の
庶
務
は
、
高
校
教
育
課
に
お

い
て
処
理
す
る
。 

２ 
 

（
略
） 

３ 

総
務
課
の
課
長
は
教
育
企
画
室
の
室
長
に
対
し
、
高
校
教
育
課
の
課
長
は

高
校
財
務
・
就
学
支
援
室
及
び
高
校
教
育
創
造
室
の
室
長
に
対
し
、
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
庶
務
を
処
理
す
る
上
で
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
室
の

事
務
処
理
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

  
 

 
 

第
三
節 

職
制 

第
十
六
条 

 

（
略
） 

  

（
職
及
び
職
務
） 

第
十
七
条 

 

（
略
） 

２ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
職
（
課
及
び
室

の
特
定
の
専
門
的
事
項
に
関
す
る
事
務
を
掌
理
す
る
職
を
い
う
。
）
を
同
表

に
掲
げ
る
組
織
に
置
き
、
そ
の
職
務
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る

と
お
り
と
す
る
。 

一 

高
校
教
育
課
に
教
育
改
革
担
当
課
長
を
置
き
、
そ
の
職
務
は
、
上
司
の
命

を
受
け
、
県
立
高
校
将
来
構
想
の
推
進
に
関
す
る
事
務
を
掌
理
す
る
。 

二 

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
職
（
課
及
び
室
の
特
定
の
専
門
的
事
項
に
関
す

る
事
務
を
掌
理
す
る
職
を
い
う
。
）
を
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
組
織
に
置
き
、

そ
の
職
務
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。 

表 
 

（
略
） 

（
庶
務
担
当
課
） 

第
十
五
条
の
二 

教
育
企
画
室
の
庶
務
は
、
総
務
課
に
お
い
て
処
理
し
、
高
校

財
務
・
就
学
支
援
室
及
び
高
校
教
育
創
造
室
の
庶
務
は
、
高
校
教
育
課
に
お

い
て
処
理
す
る
。 

２ 
 

（
略
） 

３ 

総
務
課
の
課
長
は
教
育
企
画
室
の
室
長
に
対
し
、
高
校
教
育
課
の
課
長
は

高
校
財
務
・
就
学
支
援
室
及
び
高
校
教
育
創
造
室
の
室
長
に
対
し
、
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
庶
務
を
処
理
す
る
上
で
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
室
の

事
務
処
理
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 
  

 
 

 

第
三
節 

職
制 

第
十
六
条 

 

（
略
） 

  

（
職
及
び
職
務
） 

第
十
七
条 

 

（
略
） 

２ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職 

 

（
課
及
び
室

の
特
定
の
専
門
的
事
項
に
関
す
る
事
務
を
掌
理
す
る
職
を
い
う
。
）
を
同
号

に
掲
げ
る
組
織
に
置
き
、
そ
の
職
務
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
号
に
定
め
る
と
お
り

 
 

 

と
す
る
。 

一 

高
校
教
育
課
に
教
育
改
革
担
当
課
長
を
置
き
、
そ
の
職
務
は
、
上
司
の
命

を
受
け
、
県
立
高
校
将
来
構
想
の
推
進
に
関
す
る
事
務
を
掌
理
す
る
。 

二 

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
職
（
課
及
び
室
の
特
定
の
専
門
的
事
項
に
関
す

る
事
務
を
掌
理
す
る
職
を
い
う
。
）
を
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
組
織
に
置
き
、

そ
の
職
務
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。 

表 
 

（
略
） 

 

室
の
新
設
に
よ
る
追
加 

   

室
の
新
設
に
よ
る
追
加 

         

担
当
課
長
の
職
の
廃
止
に

伴
う
条
項
整
理 
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３
か
ら
４ 

 

（
略
） 

 

第
十
八
条
か
ら
第
二
十
五
条
ま
で 

 

（
略
） 

第
四
章 
教
育
機
関 

第
一
節 
学
校 

（
設
置
） 

第
二
十
六
条 

県
立
学
校
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
宮
城
県
条
例
第
十
六
号
）
に

よ
り
設
置
さ
れ
た
高
等
学
校
、
中
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
の
名
称
及
び
位

置
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

名
称 

位
置 

（
略
） 
（
略
） 

宮
城
県
大
河
原
産
業
高
等
学
校 

柴
田
郡
大
河
原
町 

（
略
） 

（
略
） 

宮
城
県
立
秋
保
か
が
や
き
支
援
学
校 

仙
台
市 

宮
城
県
立
松
陵
支
援
学
校 

宮
城
県
立
拓
桃
支
援
学
校 

（
略
） 

（
略
） 

   

第
二
十
七
条 

学
校
に
は
、
必
要
に
応
じ
そ
の
分
校
を
設
置
す
る
。 

２ 

分
校
の
名
称
及
び
位
置
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

名
称 

位
置 

宮
城
県
石
巻
北
高
等
学
校 

飯
野
川
校 

石
巻
市 

宮
城
県
白
石
高
等
学
校 

蔵
王
キ
ャ
ン
パ
ス 

刈
田
郡
蔵
王
町 

３
か
ら
４ 

 

（
略
） 

 

第
十
八
条
か
ら
第
二
十
五
条
ま
で 

 

（
略
） 

第
四
章 

教
育
機
関 

第
一
節 

学
校 

（
設
置
） 

第
二
十
六
条 

県
立
学
校
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
宮
城
県
条
例
第
十
六
号
）
に

よ
り
設
置
さ
れ
た
高
等
学
校
、
中
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
の
名
称
及
び
位

置
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

名
称 

位
置 

（
略
） 

（
略
） 

宮
城
県
大
河
原
商
業
高
等
学
校 

柴
田
郡
大
河
原
町 

宮
城
県
柴
田
農
林
高
等
学
校 

宮
城
県
大
河
原
産
業
高
等
学
校 

（
略
） 

（
略
） 

宮
城
県
立
秋
保
か
が
や
き
支
援
学
校 

仙
台
市 

宮
城
県
立
松
陵
支
援
学
校 

宮
城
県
立
拓
桃
支
援
学
校 

（
略
） 

（
略
） 

 

第
二
十
七
条 
学
校
に
は
、
必
要
に
応
じ
そ
の
分
校
を
設
置
す
る
。 

２ 

分
校
の
名
称
及
び
位
置
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

名
称 

位
置 

宮
城
県
石
巻
北
高
等
学
校 

飯
野
川
校 

石
巻
市 

宮
城
県
白
石
高
等
学
校 
蔵
王
キ
ャ
ン
パ
ス 

刈
田
郡
蔵
王
町 

         

県
立
学
校
の
廃
止
及
び
新

設 
           

分
校
の
新
設
、
廃
止
及
び

分
校
が
設
置
さ
れ
る
本
校

の
変
更 
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宮
城
県
白
石
高
等
学
校 

七
ヶ
宿
校 

刈
田
郡
七
ヶ
宿

町 

宮
城
県
築
館
高
等
学
校 

一
迫
商
業
キ
ャ
ン

パ
ス 

栗
原
市 

宮
城
県
大
河
原
産
業
高
等
学

校 

川
崎
校 

柴
田
郡
川
崎
町 

（
略
） 
（
略
） 

（
略
） 

宮
城
県
立
松
陵
支
援
学
校 

 
 

富
谷
校 

富
谷
市 

（
略
） 

（
略
） 

（
略
） 

宮
城
県
立
利
府
支
援
学
校 

富
谷
校 

富
谷
市 

（
略
） 

（
略
） 

（
略
） 

 

第
二
十
七
条
の
二
か
ら
第
二
十
九
条
の
六
ま
で 

 

（
略
） 

  
 

 
 

第
二
節 

学
校
以
外
の
教
育
機
関 

 
 

 
 

 

第
一
款 

組
織
及
び
事
務
分
掌 

第
三
十
条
か
ら
第
三
十
五
条
の
五
ま
で 
 

（
略
） 

           

第
二
款 

職
制 

第
三
十
六
条
か
ら
第
三
十
九
条
ま
で 

 

（
略
） 

  
 

 

第
五
章 

附
属
機
関 

第
四
十
条 
 

（
略
） 

 

宮
城
県
白
石
高
等
学
校 

七
ヶ
宿
校 

刈
田
郡
七
ヶ
宿

町 

宮
城
県
築
館
高
等
学
校 

一
迫
商
業
キ
ャ
ン

パ
ス 

栗
原
市 

宮
城
県
柴
田
農
林 

高
等
学

校 

川
崎
校 

柴
田
郡
川
崎
町 

（
略
） 

（
略
） 

（
略
） 

宮
城
県
立
小
松
島
支
援
学
校 

松
陵
校 

仙
台
市 

（
略
） 

（
略
） 

（
略
） 

宮
城
県
立
利
府
支
援
学
校 

富
谷
校 

富
谷
市 

（
略
） 

（
略
） 

（
略
） 

 

第
二
十
七
条
の
二
か
ら
第
二
十
九
条
の
六
ま
で 

 

（
略
） 

  
 

 
 

第
二
節 

学
校
以
外
の
教
育
機
関 

 
 

 
 

 

第
一
款 

組
織
及
び
事
務
分
掌 

第
三
十
条
か
ら
第
三
十
五
条
の
五
ま
で 

 

（
略
） 

           
第
二
款 

職
制 

第
三
十
六
条
か
ら
第
三
十
九
条
ま
で 

 

（
略
） 

  
 

 

第
五
章 

附
属
機
関 

第
四
十
条 

 

（
略
） 
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第
六
章 

指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
公
の
施
設 

第
四
十
一
条 

 

（
略
） 

  
 

 

第
七
章 

 
雑
則 

第
四
十
二
条
及
び
第
四
十
三
条 

 

（
略
） 

  
 

 

附 

則 
 

（
略
） 

別
表
第
一 

 

（
略
） 

 

別
表
第
二
（
第
四
十
条
関
係
） 

一 

法
令
に
よ
る
も
の 

 

（
略
） 

 

二 

条
例
に
よ
る
も
の 

名
称 

担
当
事
務 
主
管
課 

（
略
） 

（
略
） 

（
略
） 

宮
城
県
い
じ
め
防

止
対
策
調
査
委
員

会 

い
じ
め
防
止
対
策
調
査
委
員
会

条
例
（
平
成
二
十
六
年
宮
城
県

条
例
第
六
号
）
第
二
条
の
規
定

に
よ
る
い
じ
め
防
止
等
の
た
め

の
有
効
な
対
策
に
関
す
る
事

項
、
重
大
事
態
そ
の
他
の
県
立

学
校
に
在
籍
す
る
児
童
等
に
係

る
い
じ
め
の
事
案
の
調
査
審
議

に
関
す
る
こ
と
。 

 
 

同 

県
立
高
等
学
校
将

県
立
高
等
学
校
将
来
構
想
審
議

高

校

教

育

創

 
 

 

第
六
章 

指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
公
の
施
設 

第
四
十
一
条 

 

（
略
） 

  
 

 

第
七
章 

 

雑
則 

第
四
十
二
条
及
び
第
四
十
三
条 

 

（
略
） 

  
 

 

附 

則 
 

（
略
） 

別
表
第
一 

 

（
略
） 

 

別
表
第
二
（
第
四
十
条
関
係
） 

一 

法
令
に
よ
る
も
の 

 

（
略
） 

 

二 

条
例
に
よ
る
も
の 

名
称 

担
当
事
務 

主
管
課 

（
略
） 

（
略
） 

（
略
） 

県
立
高
等
学
校
将

来
構
想
審
議
会 

 

 
 

県
立
高
等
学
校
将
来
構
想
審
議

会
条
例
（
平
成
二
十
年
宮
城
県

条
例
第
四
号
）
第
一
条
の
規
定

に
よ
る
県
立
高
等
学
校
の
在
り

方
に
関
す
る
総
合
的
か
つ
基
本

的
な
構
想
の
策
定
及
び
当
該
構

想
に
関
す
る
重
要
事
項
の
調
査

審
議
に
関
す
る
こ
と
。 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

同 

宮
城
県
い
じ
め
防

い
じ
め
防
止
対
策
調
査
委
員
会

同 
 

 
 

             

室
の
新
設
に
伴
う
審
議
会

の
主
管
課
の
変
更 
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来
構
想
審
議
会 

 

 
 

会
条
例
（
平
成
二
十
年
宮
城
県

条
例
第
四
号
）
第
一
条
の
規
定

に
よ
る
県
立
高
等
学
校
の
在
り

方
に
関
す
る
総
合
的
か
つ
基
本

的
な
構
想
の
策
定
及
び
当
該
構

想
に
関
す
る
重
要
事
項
の
調
査

審
議
に
関
す
る
こ
と
。 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

造
室 

（
略
） 

（
略
） 

（
略
） 

 

別
表
第
三 

 

（
略
） 

止
対
策
調
査
委
員

会 

条
例
（
平
成
二
十
六
年
宮
城
県

条
例
第
六
号
）
第
二
条
の
規
定

に
よ
る
い
じ
め
防
止
等
の
た
め

の
有
効
な
対
策
に
関
す
る
事

項
、
重
大
事
態
そ
の
他
の
県
立

学
校
に
在
籍
す
る
児
童
等
に
係

る
い
じ
め
の
事
案
の
調
査
審
議

に
関
す
る
こ
と
。 

 
 

 

（
略
） 

（
略
） 

（
略
） 

 

別
表
第
三 

 

（
略
） 
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宮城県教育委員会の権限に属する事務の委任に関する規則の一部改正について

第５号議案

宮城県教育委員会の権限に属する事務の委任に関する規則の一部
改正について

宮城県教育委員会の権限に属する事務の委任に関する規則（令
和５年宮城県教育委員会規則第１２号）の一部を改正する。

令和７年３月１７日提出

宮城県教育委員会教育長 佐 藤 靖 彦

１ 改正の理由
総務部総務事務管理課長への委任事項である扶養親族がある
場合等の届出の受理について、引用元である職員の給与に関する
条例（昭和３２年宮城県条例第２９号）から削除され、新たに人事委
員会規則７－９９（扶養手当）で規定されることに伴い、所要の改正
を行うもの。

２ 改正内容
当該条例を引用している第２条第１号を削除し、当該人事委員会
規則を引用している号中に扶養親族がある場合等の届出の受理に
関する規定を加えるもの。

３ 施行日
令和７年４月１日

第 ５ 号 議 案
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宮
城
県
教
育
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
委
任
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

宮
城
県
教
育
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
委
任
に
関
す
る
規
則
（
令
和
五
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
二

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

第
二
条
中
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号
ニ
中
「
給
与
条
例
」
を
「
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
二
年
宮
城

県
条
例
第
二
十
九
号
。
以
下
「
給
与
条
例
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
、
同
号
中
ニ
を
ホ
と
し
、
イ
か
ら
ハ
ま
で
を
ロ
か

ら
ニ
ま
で
と
し
、
ロ
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
、
同
号
を
第
一
号
と
し
、
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り

 

上
げ
る
。　
　
　
　

　

  

　
　

イ　

第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
扶
養
親
族
が
あ
る
場
合
等
の
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　
　

附　

則

 

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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○
宮
城
県
教
育
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
委
任
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則　

新
旧
対
照
表

 

改
正
案
（
新
）

現
行
（
旧
）

備　
　

考

 
 

 

第
一
条　

（
略
）

第
一
条　

（
略
）

 
 

 

 
 

 

　

（
総
務
部
総
務
事
務
管
理
課
長
へ
の
委
任
）

　

（
総
務
部
総
務
事
務
管
理
課
長
へ
の
委
任
）

 

第
二
条　

総
務
部
総
務
事
務
管
理
課
長
（
以
下
「
総
務
事
務
管

第
二
条　

総
務
部
総
務
事
務
管
理
課
長
（
以
下
「
総
務
事
務
管

 

　

理
課
長
」
と
い
う

）
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
務
を
委

　

理
課
長
」
と
い
う

）
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
務
を
委

。

。

 
 

 

　

任
す
る
。

　

任
す
る
。

　

（
削
る
）

　

一　

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
二
年
宮
城
県

・
職
員
の
給
与
に
関

 

　
　

条
例
第
二
十
九
号
。
以
下
「
給
与
条
例
」
と
い
う

）
第

す
る
条
例
の
改
正
に

  
 

。

 
 

　
　

十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
扶
養
親
族
が
あ
る
場
合
等

伴
う
も
の

 
 

 

　
　

の
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

 

　

一　

　

二　

・
号
の
繰
り
下
げ

人
事
委
員
会
規
則
七

九
十
九
（
扶
養
手
当
）
の
施

人
事
委
員
会
規
則
七

九
十
九
（
扶
養
手
当
）
の
施

―

―

 
 

 

　
　

行
に
関
す
る
次
の
事
務

　
　

行
に
関
す
る
次
の
事
務

　

・
人
事
委
員
会
規
則

  

イ　

第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
扶
養
親
族
が
あ

　

（
新
設
） 

 
 

 

　
　
　

る
場
合
等
の
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

の
改
正
に
伴
う
も
の

　

ロ　

第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
届
出
に
係
る
事
実

イ　

第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
届
出
に
係
る
事
実

・
見
出
し
記
号
の
繰

  
   

 
 

 

　
　
　

及
び
扶
養
手
当
の
月
額
を
認
定
す
る
こ
と
。

　
　

及
び
扶
養
手
当
の
月
額
を
認
定
す
る
こ
と
。

り
下
げ

 
 

    
   

ハ　

第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
扶
養
手
当
の
支
給

ロ　

第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
扶
養
手
当
の
支
給

 
 

 

　
　

　
　

に
関
す
る
事
項
を
扶
養
手
当
認
定
簿
に
記
載
す
る
こ
と

  
 

に
関
す
る
事
項
を
扶
養
手
当
認
定
簿
に
記
載
す
る
こ
と
。

。

 
    

  
   

  

ニ

第
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
扶
養
の
事
実
等
を

ハ

第
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
扶
養
の
事
実
等
を

 
 

 

　
　
　

証
明
す
る
に
足
る
書
類
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
。

　
　

証
明
す
る
に
足
る
書
類
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
。

 
 

    
  

   
  

 

ホ

第
五
条
の
規
定
に
よ
り
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

ニ

第
五
条
の
規
定
に
よ
り
、
給
与
条
例
第
十
条
第
二
項

・
文
言
の
整
理

 

　
　
　

例
（
昭
和
三
十
二
年
宮
城
県
条
例
第
二
十
九
号
。
以
下

の
扶
養
親
族
た
る
要
件
を
具
備
し
て
い
る
か
ど
う
か
及

     
 

 

　
　
　

「
給
与
条
例
」
と
い
う

）
第
十
条
第
二
項
の
扶
養
親

び
扶
養
手
当
の
月
額
が
適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認

。

     
 

 
 

　
　
　

族
た
る
要
件
を
具
備
し
て
い
る
か
ど
う
か
及
び
扶
養
手

す
る
こ
と
。
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と
。

　

当
の
月
額
が
適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
こ

　

二　

三

・
号
の
繰
り
下
げ

人
事
委
員
会
規
則
七

六
十
一
（
住
居
手
当
）
の
施

人
事
委
員
会
規
則
七

六
十
一
（
住
居
手
当
）
の
施
行

―

―

  
 

 
 

　
　

行
に
関
す
る
次
の
事
務

　
　

に
関
す
る
次
の
事
務

 
 

　
　

　

イ
及
び
ハ　

（
略
）

イ
及
び
ハ　

（
略
）

  

七

三
十
八
（
通
勤
手
当
）
の
施

七

三
十
八
（
通
勤
手
当
）
の
施

　

三
　

人
事
委
員
会
規
則

四　

人
事
委
員
会
規
則

―

―

  
 

 

　
　

行
に
関
す
る
次
の
事
務

　
　

行
に
関
す
る
次
の
事
務

イ
及
び
ハ　

（
略
）

　
　

イ
及
び
ハ
　

（
略
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

　

 

七

百
六
（
単
身
赴
任
手
当
）
の

　

七

百
六
（
単
身
赴
任
手
当
）
の

　

四
　

人
事
委
員
会
規
則

五　

人
事
委
員
会
規
則

―

―

 
 

　
　

施
行
に
関
す
る
次
の
事
務

　
　

施
行
に
関
す
る
次
の
事
務

 
 

 
 

　

　
　

イ

イ
か
ら
ニ
ま
で　

（
略
）

か
ら
ニ
ま
で　

（
略
）

　

五　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

六　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

  

　
　

条
例
（
令
和
元
年
宮
城
県
条
例
第
四
十
八
号
）
第
五
条
の

　
　

条
例
（
令
和
元
年
宮
城
県
条
例
第
四
十
八
号
）
第
五
条
の

　
　

規
定
に
よ
り
、
通
勤
に
係
る
費
用
弁
償
の
額
を
決
定
し
、

　
　

規
定
に
よ
り
、
通
勤
に
係
る
費
用
弁
償
の
額
を
決
定
し
、

　
　

又
は
改
定
す
る
こ
と
（
こ
れ
ら
に
係
る
通
勤
届
の
受
理
及

　
　

又
は
改
定
す
る
こ
と
（
こ
れ
ら
に
係
る
通
勤
届
の
受
理
及

 
 

　
　

び
事
後
の
確
認
を
含
む

。

　
　

び
事
後
の
確
認
を
含
む

。

。
）

。
）

 
 

第
三
条　

（
略
）

第
三
条　

（
略
）
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宮城県教育委員会に属する技能労務職員の給与に関する規則の一部改正について

１ 改正の理由

人事委員会勧告に基づく給料表の切替えに伴い、現行規定して

いる号俸を改めるもの。

※ 給料表切替の概要：特定の給料表及び級において、現行の１

号俸付近の号俸をまとめて新たな１号俸とするもの。

【（参考１）給料表切替の対象】

行政職 ： ３級、４級、５級、６級、７級、８級、９級、10級

公安職 ： ４級、５級、６級、７級、８級、９級

教育職㈠ ： 特２級、３級、４級

教育職㈡ ： 特２級、３級、４級

研究職 ： ３級、４級、５級

医療職㈠ ： ２級、３級、４級

医療職㈡ ： ３級、４級、５級、６級、７級

医療職㈢ ： ３級、４級、５級、６級

技能職 ： １級、３級、４級、５級

【（参考２）切替えの例：技能職等給料表１級の場合】

現行１号俸～１７号俸 → 新１号俸（現行１７号俸と同額）

現行１８号俸 → 新２号俸（現行１８号俸と同額）

現行１９号俸 → 新３号俸（現行１９号俸と同額）

※以下同様に現行から１６号俸の減

第 ６ 号 議 案

第６号議案

宮城県教育委員会に属する技能労務職員の給与に関する規則の一

部改正について

宮城県教育委員会に属する技能労務職員の給与に関する規則

（昭和３２年宮城県教育委員会規則第１１号）の一部を改正する。

令和７年３月１７日提出

宮城県教育委員会教育長 佐 藤 靖 彦
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宮城県教育委員会に属する技能労務職員の給与に関する規則の一部改正について

２ 改正内容

（１）宮城丸船員の初任給基準号俸を改める（別表第二）。

※高校卒：１級３３号俸→１７号俸、中学卒１級２１号俸→５号俸

（２）６０歳を超える臨時的任用職員の初任給号俸の上限を改める

（１級３８号俸→２２号俸）。

３ 施行日

令和７年４月１日
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宮
城
県
教
育
委
員
会
に
属
す
る
技
能
労
務
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 
 

宮
城
県
教
育
委
員
会
に
属
す
る
技
能
労
務
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則

第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

別
表
第
二
高
校
卒
の
項
中
「
三
十
三
号
俸
」
を
「
十
七
号
俸
」
に
改
め
、
同
表
中
学
卒
の
項
中
「
二
十
一
号
俸
」
を

「
五
号
俸
」
に
改
め
る
。 

 
 

附 
則 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
給
料
号
俸
に
関
す
る
特
例
） 

２ 

臨
時
的
に
任
用
さ
れ
る
職
員
の
う
ち
、
職
務
の
級
が
一
級
に
決
定
さ
れ
た
者
で
あ
っ
て
、
採
用
の
日
の
属
す
る
年

度
の
前
年
度
の
末
日
に
お
い
て
六
十
歳
以
上
で
あ
る
も
の
の
初
任
給
の
号
俸
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
宮
城
県
教
育

委
員
会
に
属
す
る
技
能
労
務
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
規
定
に
よ
り
得
ら
れ
る
号
俸
が
二
十
二
号
俸
を
超
え
る

場
合
に
は
、
当
分
の
間
、
二
十
二
号
俸
と
す
る
。 

 

（
宮
城
県
教
育
委
員
会
に
属
す
る
単
純
労
務
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
一
部
改
正
） 

３ 

宮
城
県
教
育
委
員
会
に
属
す
る
単
純
労
務
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
令
和
二
年
宮

城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

附
則
第
二
項
を
削
り
、
附
則
第
一
項
の
見
出
し
及
び
項
番
号
を
削
る
。 
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宮
城
県
教
育
委
員
会
に
属
す
る
技
能
労
務
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
一
号
） 

新
旧
対
照
表 

  

改 
 
 

 
 

正 
 
 

 
 

後 

現 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

行 

備 
 

考 

第
一
条
か
ら
第
五
条 

（
略
） 

 

 
 
 

附 

則 

（
略
） 

 

別
表
第
一 

（
略
） 

 

別
表
第
二
（
第
三
条
の
二
関
係
） 

学
歴 

初
任
給 

高
校
卒 

一
級
十
七
号
俸 

中
学
卒 

一
級
五
号
俸 

 

第
一
条
か
ら
第
五
条 

（
略
） 

 

 
 

 

附 

則 

（
略
） 

 

別
表
第
一 

（
略
） 

 

別
表
第
二
（
第
三
条
の
二
関
係
） 

学
歴 

初
任
給 

高
校
卒 

一
級
三
十
三
号
俸 

中
学
卒 

一
級
二
十
一
号
俸 

 

         

・
給
料
表
の
切
替

え
に
伴
い
初
任

給
基
準
を
改
め

る
も
の 
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宮城県教育委員会に属する職員等の旅費及び費用弁償の支給規則の一部改正について

１ 改正の理由

（１）人事委員会勧告に基づく給料表の切替えに伴い、外国旅行に

おける外国旅行雑費、宿泊料、食卓料等の算定に係る「行政職

給料表の各級に相当する職務の級」について、級及び号俸により

定めている内容を改めるもの。

【（参考）給料表切替の対象※下線は規則改正対象】

行政職 ： ３級、４級、５級、６級、７級、８級、９級、10級

公安職 ： ４級、５級、６級、７級、８級、９級

教育職㈠ ： 特２級、３級、４級

教育職㈡ ： 特２級、３級、４級

研究職 ： ３級、４級、５級

医療職㈠ ： ２級、３級、４級

医療職㈡ ： ３級、４級、５級、６級、７級

医療職㈢ ： ３級、４級、５級、６級

技能職 ： １級、３級、４級、５級

第 ７ 号 議 案

第７号議案

宮城県教育委員会に属する職員等の旅費及び費用弁償の支給規

則の一部改正について

宮城県教育委員会に属する職員等の旅費及び費用弁償の支給規

則（昭和３６年宮城県教育委員会規則第２号）の一部を改正する。

令和７年３月１７日提出

宮城県教育委員会教育長 佐 藤 靖 彦
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宮城県教育委員会に属する職員等の旅費及び費用弁償の支給規則の一部改正について

（２）「一般職の任期付職員の採用等に関する条例」の一部改正に

より、特定業務等従事任期付職員及び任期付短時間勤務職員の

給与が単一号俸から複数号俸とされたことに伴う所要の改正を

行うもの。

※ 公務員の給料は、各職員の級・号俸により定められ、各級は

更に１号俸、２号俸、３号俸…と細分化されている（複数号俸）。

例外的に、各級に号俸が設定されない職（再任用職員等）が

ある（単一号俸）。

２ 改正内容

（１）給料表の切替え（号俸）に合わせ、規則別表（その１）「行政職

給料表の各級に相当する職務の級」の内容を改める。

（２）別表（その２）（※１）の適用対象から、特定業務等従事任期付

職員及び任期付短時間勤務職員を削除する（※２）。

※１．単一号俸に係る「行政職給料表の各級に相当する職務の

級」を規定している。

※２．削除により、別表（その１）の対象（複数号俸）となる。

３ 施行日

令和７年４月１日
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宮
城
県
教
育
委
員
会
に
属
す
る
職
員
等
の
旅
費
及
び
費
用
弁
償
の
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 
 

宮
城
県
教
育
委
員
会
に
属
す
る
職
員
等
の
旅
費
及
び
費
用
弁
償
の
支
給
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
宮
城
県
教
育
委
員
会

規
則
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

別
表
（
そ
の
一
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 
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別表（その１）（第３条関係）

　　行政職給料表の各級に相当する職務の級

行政職給料表 公安職給料表
教育職給料表
(一)

教育職給料表
(二)

研究職給料表
医療職給料表
(一)

医療職給料表
(二)

医療職給料表
(三)

給与条例第25
条に規定する
職員

8級 9級 4級 5級 4級

7級 8級 3級 4級
3級の9号俸以
上

4級の49号俸以
上

7級

6級 7級 4級の48号俸以
下

3級 6級 6級

5級 6級 特2級の9号俸
以上
2級の49号俸以
上

3級の8号俸以
下
特2級の9号俸
以上
2級の61号俸以
上

2級

4級 5級 特2級の8号俸
以下
2級の37号俸か
ら48号俸まで

特2級の8号俸
以下
2級の45号俸か
ら60号俸まで

3級 5級の5号俸以
上

5級の13号俸以
上

5級

3級 4級 2級の25号俸か
ら36号俸まで
1級の89号俸以
上

2級の33号俸か
ら44号俸まで
1級の89号俸以
上

2級の45号俸以
上

1級 5級の4号俸以
下
4級
3級の21号俸以
上

5級の12号俸以
下
4級
3級の21号俸以
上

4級

2級 3級
2級の29号俸以
上
1級の37号俸以
上

2級の5号俸か
ら24号俸まで
1級の37号俸か
ら88号俸まで

2級の17号俸か
ら32号俸まで
1級の37号俸か
ら88号俸まで

2級の5号俸か
ら44号俸まで
1級の41号俸以
上

3級の20号俸以
下
2級の17号俸以
上

3級の20号俸以
下
2級の25号俸以
上

3級
2級の17号俸以
上

1級 2級の28号俸以
下
1級の36号俸以
下

2級の4号俸以
下
1級の36号俸以
下

2級の16号俸以
下
1級の36号俸以
下

2級の4号俸以
下
1級の40号俸以
下

2級の16号俸以
下
1級

2級の24号俸以
下
1級

1級
2級の16号俸以
下
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別
表
（
そ
の
二
）
中「

、
特

定
業

務
等

従
事

任
期

付
職

員
（

一
般

職
の

任
期

付
職

員
の

採
用

等
に

関
す

る
条

例
（

平

成
１

５
年

宮
城

県
条

例
第

９
号

。
以

下
「

任
期

付
職

員
条

例
」

と
い

う
。
）

第
２

条
の

２
の

規
定

に
よ

り
採

用
さ

れ
た

職
員

）
及

び
任

期
付

短
時

間
勤

務
職

員
（

任
期

付
職

員
条

例
第

２
条

の
３

の
規

定
に

よ
り

採
用

さ
れ

た
職

員
）
」

を
削

る
。 

 

附 
則 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
経
過
措
置
） 

２ 

改
正
後
の
宮
城
県
教
育
委
員
会
に
属
す
る
職
員
等
の
旅
費
及
び
費
用
弁
償
の
支
給
規
則
の
規
定
は
、
こ
の
規
則
の

施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
出
発
す
る
旅
行
及
び
施
行
日
前
に
出
発
し
、
か
つ
、
施
行
日
以

後
に
完
了
す
る
旅
行
の
う
ち
施
行
日
以
後
の
期
間
に
対
応
す
る
分
に
つ
い
て
適
用
し
、
当
該
旅
行
の
う
ち
施
行
日
前

の
期
間
に
対
応
す
る
分
及
び
施
行
日
前
に
完
了
し
た
旅
行
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 
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宮
城
県
教
育
委
員
会
に
属
す
る
職
員
等
の
旅
費
及
び
費
用
弁
償
の
支
給
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
号
） 

新
旧
対
照
表 

   

改 
 
 

 
 

正 
 
 

 
 

後 

現 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

行 

備 
 

考 

第
一
条
か
ら
第
十
二
条 

（
略
） 

 

 
 
 

附 

則 

（
略
） 

 

別
表
（
そ
の
１
）
（
第
３
条
関
係
） 

行
政
職
給
料
表
の
各
級
に
相
当
す
る
職
務
の
級 

 

（
別
紙
） 

 

別
表
（
そ
の
２
）
（
第
３
条
関
係
） 

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
（
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律

第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職

員
） 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 

の
行
政
職
給
料
表
の
各
級
に
相
当
す
る
職
務
の
級 

第
一
条
か
ら
第
十
二
条 

（
略
） 

 

 
 

 

附 

則 

（
略
） 

 

別
表
（
そ
の
１
）
（
第
３
条
関
係
） 

行
政
職
給
料
表
の
各
級
に
相
当
す
る
職
務
の
級 

 

（
別
紙
） 

 

別
表
（
そ
の
２
）
（
第
３
条
関
係
） 

 

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
（
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律

第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職

員
）
、
特
定
業
務
等
従
事
任
期
付
職
員
（
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に

関
す
る
条
例
（
平
成
十
五
年
宮
城
県
条
例
第
九
号
。
以
下
「
任
期
付
職
員
条

例
」
と
い
う
。
）
第
二
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
）
及
び
任
期

付
短
時
間
勤
務
職
員
（
任
期
付
職
員
条
例
第
二
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ

れ
た
職
員
）
の
行
政
職
給
料
表
の
各
級
に
相
当
す
る
職
務
の
級 

    

 

・ 

職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に

伴
う
改
正 

  

・ 

一
般
職
の
任

期
付
職
員
の
採

用
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改

正
に
伴
う
改
正 
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宮城県教育委員会に属する職員等の旅費及び費用弁償の支給規則の一部を改正する規則 新旧対照表 別紙 
改   正   前 

 

行政職給料表 公安職給料表
教育職給料表
(一)

教育職給料表
(二)

研究職給料表
医療職給料表
(一)

医療職給料表
(二)

医療職給料表
(三)

給与条例第25
条に規定する
職員

8級 9級 4級 5級 4級

7級 8級 3級 4級
3級の21号俸
以上

4級の65号俸
以上

7級

6級 7級 4級の64号俸
以下

3級 6級 6級

5級 6級 特2級の21号
俸以上
2級の49号俸
以上

3級の5号俸か
ら20号俸まで
特2級の21号
俸以上
2級の61号俸
以上

2級の13号俸
以上

4級 5級 特2級の20号
俸以下
2級の37号俸
から48号俸ま
で

3級の4号俸以
下
特2級の20号
俸以下
2級の45号俸
から60号俸ま
で

3級 2級の12号俸
以下

5級の13号俸
以上

5級の21号俸
以上

5級

3級 4級 2級の25号俸
から36号俸ま
で
1級の89号俸
以上

2級の33号俸
から44号俸ま
で
1級の89号俸
以上

2級の45号俸
以上

1級 5級の12号俸
以下
4級
3級の25号俸
以上

5級の20号俸
以下
4級
3級の25号俸
以上

4級

2級 3級
2級の29号俸
以上
1級の37号俸
以上

2級の5号俸か
ら24号俸まで
1級の37号俸
から88号俸ま
で

2級の17号俸
から32号俸ま
で
1級の37号俸
から88号俸ま
で

2級の5号俸か
ら44号俸まで
1級の41号俸
以上

3級の24号俸
以下
2級の17号俸
以上

3級の24号俸
以下
2級の25号俸
以上

3級
2級の17号俸
以上

1級 2級の28号俸
以下
1級の36号俸
以下

2級の4号俸以
下
1級の36号俸
以下

2級の16号俸
以下
1級の36号俸
以下

2級の4号俸以
下
1級の40号俸
以下

2級の16号俸
以下
1級

2級の24号俸
以下
1級

1級
2級の16号俸
以下
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改   正   後 

 

 

行政職給料表 公安職給料表
教育職給料表
(一)

教育職給料表
(二)

研究職給料表
医療職給料表
(一)

医療職給料表
(二)

医療職給料表
(三)

給与条例第25
条に規定する
職員

8級 9級 4級 5級 4級

7級 8級 3級 4級
3級の9号俸以
上

4級の49号俸
以上

7級

6級 7級 4級の48号俸
以下

3級 6級 6級

5級 6級 特2級の9号俸
以上
2級の49号俸
以上

3級の8号俸以
下
特2級の9号俸
以上
2級の61号俸
以上

2級

4級 5級 特2級の8号俸
以下
2級の37号俸
から48号俸ま
で

特2級の8号俸
以下
2級の45号俸
から60号俸ま
で

3級 5級の5号俸以
上

5級の13号俸
以上

5級

3級 4級 2級の25号俸
から36号俸ま
で
1級の89号俸
以上

2級の33号俸
から44号俸ま
で
1級の89号俸
以上

2級の45号俸
以上

1級 5級の4号俸以
下
4級
3級の21号俸
以上

5級の12号俸
以下
4級
3級の21号俸
以上

4級

2級 3級
2級の29号俸
以上
1級の37号俸
以上

2級の5号俸か
ら24号俸まで
1級の37号俸
から88号俸ま
で

2級の17号俸
から32号俸ま
で
1級の37号俸
から88号俸ま
で

2級の5号俸か
ら44号俸まで
1級の41号俸
以上

3級の20号俸
以下
2級の17号俸
以上

3級の20号俸
以下
2級の25号俸
以上

3級
2級の17号俸
以上

1級 2級の28号俸
以下
1級の36号俸
以下

2級の4号俸以
下
1級の36号俸
以下

2級の16号俸
以下
1級の36号俸
以下

2級の4号俸以
下
1級の40号俸
以下

2級の16号俸
以下
1級

2級の24号俸
以下
1級

1級
2級の16号俸
以下
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